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人間と社会

人間と情報
コミュニケーション

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

学
部
共
通
科
目（
教
養
科
目
）

・心理学 ・法学・教育原論
・スポーツ科学Ⅰ
（レクリエーションとしてのスポーツ）

（トレーニングの方法）
・日本国憲法

必修科目

人間と環境 ・人間発達学
・生物学

・コミュニケーション論 ・英書講読

・環境論
・地域社会学

・生活とデザイン
・行動科学

・人間工学・物理学
・化学

・哲学 / 倫理学
・国際文化論

・家庭関係論
・スポーツ科学Ⅱ

・基礎英語Ⅰ（Listening&Reading）
・基礎英語Ⅱ（Speaking&Writing）

・実践英会話
・医療保健英語
・中国語

・スペイン語 ・情報処理応用演習
・ポルトガル語
・統計学
・情報処理基礎演習

人体のしくみ

人間と健康

専
門
基
礎
科
目

医療保健共通科目

健康生活と社会

・医療保健論
・早期体験合同実習

・人体の構造と機能Ⅰ（運動・消化）

・生命科学
・ヘルスカウンセリング

・人体の構造と機能Ⅱ
  （循環・呼吸・免疫・内分泌）
・人体の構造と機能Ⅲ（腎泌尿・神経・生殖）
・人体の生化学

・社会福祉学概論

・疾病の成り立ち
・感染と防御
・栄養学
・疾病の回復促進Ⅱ（代謝機能・腎器制御系）

・生命倫理
・臨床心理学
・疾病の回復促進Ⅰ（環境病態制御系）
・疾病の回復促進Ⅲ（高次機能統御系）

・文献検索とクリティーク

・チーム連携論

・医療保健福祉行政論
・社会保障論 ・保健統計学

・医療関係法規
・疫学

・食品学
・臨床検査
・臨床薬理学

看護の基本

看護の実践

地域社会と看護

専
門
科
目

・看護学原論Ⅰ（看護の本質）
・看護学原論Ⅱ（対象理解と看護理論）
・看護技術学概論
・看護技術学Ⅰ（生活行動支援技術）
・看護技術学Ⅱ（治療過程支援・症状緩和技術）
・看護技術学Ⅳ（看護過程演習）
・基礎看護学実習Ⅰ（日常生活支援技術）

・母性看護学概論
・母性看護方法
・小児看護学概論
・小児看護方法
・成人看護学概論
・成人看護方法Ⅰ（慢性期）
・成人看護方法Ⅱ（急性期）

・看護技術学Ⅲ（ヘルスアセスメント）
・看護技術学Ⅴ（教育支援技術）
・看護技術学Ⅵ（対人援助方法）
・基礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）

看護の統合と発展

・機能看護学概論
・機能看護学Ⅰ
 （看護教育とキャリア発達支援）

・看護専門職論Ⅰ（看護倫理）
・看護専門職論Ⅱ（医療安全管理）

・機能看護学Ⅱ（看護管理）
・機能看護学Ⅲ（看護研究）

・看護専門職論Ⅲ（緩和ケア）
・看護専門職論Ⅳ（多文化共生）

・公衆衛生看護学概論
・公衆衛生看護活動論Ⅰ
（個人・家族・集団・組織への支援）

・クリティカルケア論・母性看護学実習
・小児看護学実習
・成人看護学実習Ⅰ（慢性期）
・成人看護学実習Ⅱ（急性期）

・公衆衛生看護活動論Ⅱ
 （発達段階・健康課題別保健活動）
・公衆衛生看護活動論Ⅳ
  （産業における保健活動）

・公衆衛生看護学実習
・養護概論

・公衆衛生看護活動論Ⅲ（看護行政と管理）
・学校保健Ⅱ（学校保健の研究と展望）
・学校保健Ⅲ（健康相談論）
・学校保健Ⅳ（小児救急）

・学校保健Ⅰ（学校保健の概要）

・精神看護学実習
・高齢期看護学実習Ⅱ
・在宅看護学実習・セルフケア論

・精神看護学概論
・精神看護方法
・高齢期看護学概論
・高齢期看護方法
・高齢期看護学実習Ⅰ
・在宅看護学概論
・在宅看護方法

・看護専門職論Ⅴ（感染看護）
・看護専門職論Ⅵ（災害看護）
・看護専門職論Ⅶ（家族看護）
・看護専門職論Ⅷ（国際看護）
・総合セミナー
・看護セミナー（実習）

教職科目

・現代教職論
・教育心理学
・特別支援教育論

・道徳理論 / 特別活動論
・総合的な学習の時間の指導法
・教育相談論
・教職実践演習（養護教諭）
・養護実習
・教育実習事前事後指導

・教育課程論
・教育方法論
・生徒指導論

山科 章（副学長）/ 髙橋 美砂子（学科長）/ 岩田 昇／檀原 三七子
松原 直樹 / マチャコン・ヘルチェル・タデュース・コリーナ
三木 園生 / 久保田 隆子 / 吉田 幸枝

教　授 松沼 晶子 / 丸本 真理 / 本島 茉那美 / 風間 順子 / 堀越 薫講　師

亀田 香 / 小池 典美 / 鹿木 絵美 / 林 亜弓 / 森 早苗 / 服部 麻未助　手

下山 優子事　務

柏瀬 淳 / 武井 直樹 / 中村 郁美助　教

煙山 健仁 / 伊藤 美鈴 / 片野 吉子 / 田中 光子 / 間戸 美恵准教授

（２０２１年度実績）カリキュラム

教員紹介


